
校名

（准）校長名

日時

会場

大阪府立　四條畷高等学校　東館２階　大会議室

出席者(委員）

開催場所

田中　保和会長、梅田　和子副会長、鉄　寿広委員、串田　ゆか委員

白井　博之委員

令和４年度　第１回　学校運営協議会  議事録

大阪府立　四條畷高等学校

稲葉　剛

開催日時 令和　4　年　6　月　　15　日（水）　15　: 30　～　17　: 00　　

次回の会議日程

令和　4　　年　11　月　　中旬

本校東館２階大会議室（予定）

出席者(学校）
稲葉校長、森教頭、竹島事務長、堀江首席、浦井首席、安川教諭、小松教諭、西教諭、藤板教
諭、中西（祐）教諭、秦教諭、金教諭、竹中教諭、植田教諭、谷野教諭、中尾教諭、宮﨑教諭、中
西（勇）教諭、島田教諭、森長（文責）

傍聴者 なし

議題等(次第順）

なし

１．運営協議会委員紹介
２．学校長および事務局紹介
３．会長選出
４．協議・報告
　（１）保護者からの意見書
　（２）「令和３年度学校経営計画及び学校評価」ならびに「令和４年度学校経営計画及び学校評価」について
　（３）進路状況について
　（４）今年度の活動について
　（５）スクールミッション・スクールポリシーについて
　（６）その他
５．その他

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
・令和３年度　学校経営計画及び学校評価
・令和４年度　学校経営計画及び学校評価
・２０１８～２０２２年度入試（過去５年分）合格状況

備考

（１）保護者からの意見書
　　　 提出なし
（２）「令和３年度学校経営計画及び学校評価」ならびに「令和４年度学校経営計画及び学校評価」について　（３）進路状況・進路指導
計画について
（４）今年度の活動について　　（５）スクールミッション・スクールポリシーについて
・「なわて」の具体的な成果は何か。【委員】
→３年間を見通せるのは１年生にとって良かった。【教諭】
→ホームページにも「なわて」を掲載し保護者にも理解されたのではないか。【教諭】
・CFER Ｂ２の人数が減少しているのは評価指標がＧＴＥＣに変更になったからとのことだが、生徒の英語力は下がっているか。【委員】
→英語検定からＧＴＥＣに指標を替えたことにより人数は減少したが、生徒の英語力自体はそれほど下がっていない。【教頭】
・評価として◎が多かったが、今後はどのような評価になるか。【委員】
→上限いっぱいなら維持を目標とする。【校長】
・年間遅刻者数の増加はどのような要因があるか。
→体調不良と通院で過半数を、寝坊と不注意で３割をしめていることが大きな要因と思われる。寝坊と不注意を減らす必要を感じてい
る。【教諭】
・「なわて」は今年度でどのように変わったか。ブラッシュアップしていってほしい。【委員】
→今年度は変化させていないが、今後は、今の「なわて」を軸として内容を見直し、バージョンアップをしていく予定。【教諭】
・あいさつの減少を具体的にいつ感じるか。【委員】
→下級生が特にあいさつができなくなってきている。廊下や門前で、上級生を見てできるようになってほしい。【校長】
・去年と一昨年で行事ができず、勉強だけやるのが苦痛で、学校に行きたくないという気持ちはあったように聞いている。そのために欠
席等が増えているように思われる。【委員】
・「なわて」の今年度の受験生の効果について。【会長】
→模試などのスケジュール調整で活用されたのではないか、教員が同じ方向を向いて指導できたと考える。【教諭】
・外部資格試験の共通テストへの導入頓挫から生徒の意欲が減少したのではないか。【会長】
→意欲的に勉強している生徒も多い。テストの形式に関わらず４技能は今後も生徒に培っていきたい。【教諭】
・観点別評価を具体的にどのようにしているのか（特に「主体的に学習する態度」など）。【副会長】
→試行錯誤の段階ではあるが、評価というよりは支援に近く、その後の指導に活かすのが現時点での目的である。【教諭】
→英語は観点別評価と相性が良く、音読やスピーチを上手く活用し今後も評価を行っていきたい。【教諭】
・SSH第３期が目標とあるが、それはどれほど困難なのか。【委員】
→本校も一度経過措置を経験しているように、ハードルは高いが獲得できるように頑張っていきたい。【校長】
・さまざまな取組と高い実績に比例して、教員への負担が大きくなっているのではないか。【委員】
→年休の積極的な取得を促していきたい。【校長】
・スクールミッションについて参考になるかどうか分からないが、人とのコミュニケーションを基礎に様々なことにチャレンジできる人を、
高校までの１５年で育成するという視点が重要ではないかと考えた。【委員】
・幅広くグローバルな人材育成も重要だが、個性や専門性を伸ばすような教育も重要ではないか【委員】
・教職員の働き方改革として、例えば、スクールミッションを作るのならば学校経営計画はなくすなどの業務の精選が必要ではないか。
【会長】
→教育委員会には意見を伝えている【校長】
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